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f新詩集』忙おける･リルケの詩作
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Rilkes Dichten in seinen 。Neuen Gedichten“
　　　　　　　　　　HideoTOGUCHI
　　ライナー・マリア・ﾘ）レケが1902年にパリに上った時から1り12年頃まで続く彼のいわ」ゆる造型時
代の主要な文学的成果は『新詩集』両巻ど『-ﾉけの手記』であるが，そこには当時の彼の詩的，
人間的経験が直接間接に表出されている。そしてモの頃卵レヶの詩作理念９中心をなしたものは，
当時の作品に頻繁に使用されたDingという言葉であった。　これはいレヶにとって二つの意味を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　・　　　　　　　　　　　　　　●･　　　　　　　　　１１　●持っていた。第一は自然，人為を問わず既存の事物であり･，第二･は詩人がそれを素材としそ制作す
るKunst-Diiigと呼ばれる事物である。　この両者は詩人の中でいずれも重い価値を附与されてい
右のであるが，とりわけ『新詩集』という画期的な詩集がリルケ･に対して有する意義を考えるなら
,ば，『新詩集』の構造の礎である芸術事物の重さは他よりも大と言わざるをえない。本論でぽそう
した関連から特に『新詩集』の芸術事物の様態に照明を当てることにする。
　一般に，詩の完成された形態と創作過程は詩作という全体の営みの中で不可分である。従って;
作られた事物の形態を検討することはその造型途上の詩作姿勢の検討に通じるであろう。
　　ところでこうした芸術事物を作ること，詩を作るということは芸術事物の観念を軸とした，芸術
についてのリルケの思想から生じたものであると共に，その思想を現実の造型の場でいっそり深め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　●Ｉ■　　　　　　　　　　　　　　　　　．Ｉ　　　「ていく。詩作と思想は相関的関係にある。そしてその思想は詩人の生存についての形而上学を内包
｡する。詩作過程，その結果としての詩篇，そしてそれに関する明晰な意識の中より形成される詩的
実存の形姿。本論ではこれらの諸点について考察したいと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　　『新詩集』に入る前に，それまでのリルケの詩作の主な傾向に触れておきたい。，
　　リルケの最も初期の作品の一つ, 1896年の。Lareriopfer “ の冒頭はこうである。
　　　Mich riihrt so sehr
　　　bohriiische Volkes Weise,
　　　schleicht sie ins Herz sich leise, ｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　　　rriacht sie es schwer.
　　また次の詩集。Traumgekront “ では，うち28篇はTraumについての詩であり，別の22篇は
Liebeについての感傷的な詩である。　さらに1899年の。Die friihen Gedichte〉’‘でもご同様の作風
が感じられる。これら’の詩集を特徴づけるのは，目醒めつつある個性の夢と憧憬を自我の語るにま
かせて吐露した浪漫主義であり，詩人が外部の世界から刺激を受けた瞬間の魂の状態を歌う印象主
義であった。それらの詩の作る世界は，情緒の初々しさという点を除けばさして注目すべきものの
ない，新浪漫派的な気分詩の世界七あった。
　　こうした初期の詩の特性がより個性化されっつ流れ込んでいる作品が｡Stundenbuch“と。Ｂｕとh
der Lieder “ である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　　『時祷詩集』は『僧院生活の書』と’『巡礼の書』，『貧困と死の書』｡の三部より成る。うち前二者
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の中でりレケはそのあふれる詩情と豊かな想像力の･ままに無数の詩句を生み出しているが，その対
象も手法も，『新詩集』とははっきりした対照をなしている。詩篇をみると，まずその連作詩の無
限定な長さが目に止まる。その明確に意味内容を規定されていない，とりとめのない詩句の連続は
作者の連想の豊かさを感じさせても，詳しく読むと，外見上り強烈さにもかかわらず，どこか深み
に欠け，詩的形象そのものの美しさにも欠けている感がする。その詩は既成の定形にこだわらず，
リルケ自身本詩について，「初めもなく，終りもなく，いつま｡でも詩を書き続けることができた」
と述懐している通り，発生順に次々と記述,された即興的な作品である。さらにここでは詩学上ある
いは美学上の約束事はほとんど無視されており，詩における形式と内容の密接な関係も考慮されて
いない。
　詩形と並ぶ特徴的な現象であるが，相互に論理的関連の不明瞭な詩的形象が羅列されている。
　　Du bist die Zukunft, groBes Morgenrot　　　　　　　へ
　　iiber der Ebenen der Ewigkeit.　　　　　　　　　　　ブ
　　Du bist der Hahnschrei nach der Nacht der Zeit,　＼
　　der Tau, die Morgenmette und die Maid･　，｡　　　　∇l
　　der fremde Mann, die Mutter, und der Tod. . ･･　d　　1.　　　　　　　　　　　　・
・上述の詩の形式不在の現象や詩的形象は，そこに使われた語彙の効果とともに詩集全体をある漠
然とした，むしろ混沌とした雰囲気の中に包んでいる６そこでは特定な対象の表現よりもむしろ具
体的な事物を超えた想像的空間内の想念の自在な飛翔を記録するのが詩作の意図だったのであろう
か。引用した箇所に見られる形象の論理的飛躍などはその意味で詩入り本意だったとみるべきであ
ろうか。『新詩集』の具体的な対象と異なり，ここでは詩人の関心は視覚では杷えられぬ形而上的
な存在に向かっているのであり，それへの接近はただ詩入固有り内省，直観，そして情感によって
行われるのである。次の詩は詩集のこうした面を示すものである○゛　”　　　　　　　　　　，
　　lch lebe mein Leben in wachsenden Ringen･｡し　　　　　く
　　die sich uber die Din ｅ ziehn.　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　g
　　lch･werde den letzten vielleichtnicht vollbringen,　　　　＼　　　，
　　aber versuchen･ willich ihn.　　　　　　　　l，　　＼
　　lch kreise um Gott, um den uralten Turm,　　　　　　･，
　　und ich kreise jahrtausendelang ;　　　　　　･･ト　　　　｡｡｡
g　　　　　　　　　‘
　　und ich weiB nicht: bin ich ein Falke, ein Sturm
　　oder ein groBer Gesang.　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　／
　しかしたとえ対象がそのように過大なものであるといえ，ここではそれが綿密に思考されてはい
ないし，むしろそれについての着想が発生の瞬間の奈鮮な形状のまま書きつけられたにすぎぬ感が
するのはやむをえない。そして主題の核の周囲を旋回することに終止ﾉして，その中心に一挙に迫り，
それを凝縮した詩的形象の中で表出することができて･いないのである;それは即ち本詩集の段階に
おける彼の思想的，技術的な未熟さに負うであろう。晩年の形而上的詩集において定着された言葉
の深さとリアリティに比べれば，その差は明らかである。･このため『時祷詩集』は詩人の誠実な宗
教的心情の告白ではあっても文学作品としての自足的価値は高くない,といえるであろう。
　いったいにリルケの初期の詩作は対象の把握法といい，その表現法といい，自然発生的な作品に
みられるような粗雑さが目立つ。対象への性急な肉迫と｡反省粂経ない大胆な言語使用のため,｡詩の
形象は不鮮明になり，冗漫になる。個々の言葉も本来の光と重みを失なうし，詩全体の思想内容も
曖昧になり，詩の実体も稀薄になるのである。このような段階にいたりレヶにとって，言語に対す
る自己の姿勢を根本より問い直し，詩的表胞こ向けて言郷を徹底的に再組織することは避けがたい
『新詩集』におけるリルゲの詩作　（戸口） :77
課題なのであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　曇　　　　　　＊
　リルケは1902年に『形象詩集』を出版し，次いで1906年に以後創作された詩篇のうち『新詩集』
に収録されぬも９を加えて『形象詩集』の増補版を出した。『形象詩集』の詩は大体1898年頃から作
られていたようである。詩集はアソジェロスも指摘するように（1），過渡期の作品として，それ以前
の詩集と『新詩集』の両性格を合わせ持っている。新たに加えられた詩の大部分はその作風が『新
詩集』のそれに非常に類似している。そこでは多様な都市生活者の生態を見つめ，そのそれぞれの
人間像の典型を写実しようとしている。しかしそのような作品は詩集全体の中ではなお比較的少数
であり，他の詩は依然主観的情緒の色彩の濃い抒情詩である。
　1904年作と思われる詩。Vorgefuhl“も後者に属する。
　　Ich bin wie eine Fahne von Fernen umgeben.
　　Ich ahne die Winde, die kommen, ich muS sie leben,
　　wahrend die Dinge unten sich noch nicht riihren:
　　die Tiiren schlieBen noch sanft, und in dem Kaminen ist Stille;
　　die Fenster zittern noch nicht, und der Staub ist noch schwer.
　　　Da weiB ich die Stiirme schon und bin erregt wie das Meer.
　　　Und breite mich aus und falle in mich hinein
　　　und werfe mich ab und bin ganz allein
　　　in dem groBen Sturm.
　　本詩の第一句で詩人は自分が広漠とした空間の中点にいるという空間的なイマージュを持たせ，
　詩人が。Fahne “ の中に自我を投影していることは詩の根本的な非具象性とアレゴリー的性格を
　感じさせる。第二句でも。Ich ahne die Winde, die kommen, ich muS sie leben “ と言われ，
　･,die Winde, die kommen “ に詩人の悲壮な感情が込められて，そ料は詩人の辛苦に充ちた精神
　的な生の空間という意味合いを持つ。その後再び具体的な物象の描写となるが，それは次の第二節
　における動揺する心理の描写の準備であって，既にその不安な情感の駱を濃く帯びている。それら
　繊細な物象はそのまま詩人の内部の風景である。そして第二節ではその主観的色彩がいっそう強め
　られてその情調のうちに詩的形象のすべてを包むのである。
　　こうして本詩では具体的な物象の形象に詩人の情感が自由に移入され，両者の本質的な境界線が
　取り払われるなかで，詩的形象が自然に両義的になり，ある種の象徴性を得る。　これは『形象詩
　集』の抒情性の特徴であろう。他の多くの詩篇にもそれが言えるであろう。
　　『形象詩集』の中で使用度の高い語は，この詩でもみられるようなVorgefiihl. al!ｅｉｎなどのよ
　うな心理的な，ないしはそれに密接したニュアンスを帯びた語，その他zittern, einsam,!ieben,
　weinen, Trane, Trauer, Einsamkeit, Angst, Sehnsucht, Traum等々であり√。,０“という詠
｀嘆の語もそうである。それらは初期の詩作以来リルケの抒情詩で再三用いられた語であり;それに
　よって彼は様々の生々しい感情の状態を表白するのである。
　　しかし『形象詩集』でそれらの語の昨る世界では抒情的なセンチメントが日常的な情緒の背後，
　自然と人間が互いの内奥において交感する象徴世界に達するまでに深められ，拡げられている。詩
　。Herbst“, , Herbsttag “, ,,Kindheit“, , Einsamkeit “‥,Ｐｏｎt du Carrousel “ などもそのよ
　うな作品である。初期の詩作に比べ，『形象詩集』の特質は，かかる深められた情感の美しさであ
　ろう。そして独特の気品ある，繊細な言葉が音楽のように吐露された自然な流れの美しさであろう。
　そこでは具体的事物の造型は最初から意図されていないように思えるし，むしろそこに表わされて
　いるものは，周囲の物象によって多彩な刺激を受けた詩人の厚いセンチメントに投射された事物の
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映像なのである。
ある。
Ｓ
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の意味で『形象詩集』は，それまでの抒情的詩作の事実上の総括になった･ので
　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　近代詩の分野の中で顕著な傾向の一つは，詩における「非事物化」ともいうべき現象である。フ
ーゴー・フリートリヒは『近代詩の構造』で，近代詩が主としてフランスの象徴主義，遡っては19
世紀のドイツ・ｐマソ主義に始まると言い，近代詩の特徴としてその非対象化の現象をあげている。
彼によればに自覚的に散文と自己を区別した詩は，もっぱら現実の対象の模写や美的再現を断念す
ることで，実在する対象に詩篇が依存することを拒否し，純粋に詩の言語的機能によって超現実的，
あるいは幻想的な文学空間を創造することに存在理由を見い出している。
　そのような近代詩の主流の中でリルケの『新詩集』は，必ずしも例外的でぱないが，ある特異な
位置にある。それは，彼を囲む事物をそのまま彼の芸術の対象として受けとめ，それを詩的事物と
して再現しようという詩作姿勢によるのである。
　1902年から数年間のリルケのパリ在住中，現代美術の礎石となうだ諸派が自覚ましく活動を開始
した。ピカソ，ボナール, 1905年にサロン・ドートソスで展覧会を開き世間のスキャンダルとなっ
たフォーヴィスト達，そしてクレーやカソデソスキー。それらの革新的な絵画が一挙に注目を浴び
たのである。しかしりレヶは造型芸術についてしばしば詳しい意見を述べているにもかかわらず，
彼はそれらの現代絵画にはほとんど何の関心を示さなかった。それは彼が即物的なセザンヌの作品
に対して抱いた深い感動と同じ根拠によるものであった。そこでは対象り把握と造型の方法が問題
となっていた。しかし本質的には事物理解そのものが問題なのであった。「ある，程よいミメーシ
スを固執し，表現された対象と芸術的フオルムとの均衡を固執」（’）したリルケは，それらの画家の
表現的な情熱がその均衡を破･つていると判断したのである。そして彼は後年やはり同じ根拠からド
イツの表現主義画家ココシェカを批判している（3’。　リルケは彼等の手法に事物の主観的，恣意的，
さらには表現主義者の場合など暴力的なデフオルマシ矛ソを認めた。その根底にはリルケによれば
事物め形態に対する無感覚，むしろ事物の存在自体に対する一種の敵慨心があった。
　リルケは「事物」という語を常に友愛感情をこめて用いていた。その表現は『初期詩集』以来枚
挙に暇がない。同詩集中の。Gebete der Madchen zur Maria“ に入っている次の詩もその一例
である。
　　Kann mir einer sagen, wohin
　　ich mit meinem Leben reiche？
　　ob ich nicht auch noch im Sturme Streiche
　　und als Welle wohne im Teiche ？
　　und ob ich hicht selbst noch
　　die blasse,bleiche　　　　　　　　　　　＼
　　fruhlingfrierende Birke bin ？
　この詩では詩人の自我と万象とが合一し，全体でーうの調和を成している。これは初期のリルケ
に特徴的であった汎神論的事物観といえよう。事物と詩人，自然と人間のこの素朴で内密な交感は
詩人のいわば生得の謙虚な感情と事物愛に支えられた理念であった。この事物愛はりレヶの生涯を
貫いている。上述の現代絵画への判断，批判もそこに源を持っており，それ故の限界性もあろうが，
詩人の非党派的な感覚と澄んだ直観の正確さを無視はできない。そしてりレヶのこうした批判は芸
術全般に向けられており，当然詩に対してもなされているのである。
　しかしながら，アソジェロスが指摘するとおり（‘’，詩人の「多少とも無意識的な直観力が用いる
道具」であった散文が「明晰な意識の所産」である詩作品に結実するまでに相当の期間が経なけれ
ばならなかった。既に『フィレンツェ日記』でその基本線が示され，『ｐダン論』にて詳述された
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芸術論，事物論は,' 1906年の『新詩集』第一巻，及び翌年の第二巻に至って初めて詩の形をとっ
たのである。
　　『ｐダン論』はロダソの彫刻の案内書であるとともに，あるいはそれ以上に，リルヶ自身め詩論
の書である。この書物の中にはリルヶの事物観が芸術創作との関連で改めて考究されている。モの
　『ロダソ論』の主題は，芸術家の対象観察，その即物的造型，対象の解釈，そして芸術家の存在に
ついての形而上学の四点である。そしてリルヶの場合，前三点が密接した関係にあって，それが一
体となり作品の形態を規定しているのである。∧
　以下，リルケの事物観察，次にそれに基づいて作られた詩篇の?で考察を進めたいと忠う。
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　永　　　　　　ポ
　リルケはパリ時代に事物の形態について初めて造型家のような正確な知識を待った。　Sehen
lernenという当時の彼の標語は，彼の生活するあらゆる場所で実行に移される。彼はもはや『形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－　　　　　　　　r　･I^Ji
｡　　　　1
象詩集』でのように情感を通して事物を見る抒情詩人ではないし，『時祷詩集jにおけるよう’な偶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d　　　　●　　4 ●l･1　　　　　　●発的な霊感によって詩作する直観主義者でもない。『ｐダン論』め次の箇所ばリルヶ自身の事物観
察にもあてはまる。
　　「彼は第一印象を正しいとせず，第二印象もまたその後のどの印象も正しい’としない。彼ぼ観察
し，書きとめる。彼は言うに値しない動きでも書きとめる。匝］転や半回転，40の短縮や80のプロフ
ィールを書きとめる。……彼は人間の顔を，彼自身参加している舞台のように体験する。彼はその
直中にいて，そこに生じるもので彼が無関心であるものぼ一つもないし，何ものも彼の目を逃れら
れない。彼は当事者に何も語らせない。彼ぼ自分が眼にするもの以外何も知ろうなどと思わ辰ヽの
である。しかし彼は一切を見る。……この創作方法は生を構成する数百もの要素の強烈な集約へ導
くのである。」（5）
　これは現実の事物を，それに繋わる一切の不明瞭や無秋序を含めてある力４まＥ故察七それに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　・ｒ　●ﾑ　　　　　　　　　　　　j　，　●　J●φついての因襲的な観念や表象を否定する。 リルケの言うSehe'iiとはそのような事物の蛸確な形態
を知覚することである。そして対象の内奥に観照主体が没する，いわゆる直観も詩人の知性によっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･-　・　　　　　　　　　　　　　　　　　１て反省され，深化され，曖昧さが除かれて観察のための道具とされる。こうして事物を観察ずるこ
とは果てし駈ヽ知的作業なの恰ある。
　この観察は『新詩集』以前にぼ常であった，主体が客体のうちに流入し，吸収される受動的な観
照ではない。　リルヶはここでめ形態を認識するために，それを歪める彼の内部の人間的な諸々の制
約を克服しなければならない。その観察は自身の中に不断に自己を創造し，変革していく意志的要
素を有する。従って，それは次第に外部の対象への依存を離れ,･自らの感覚の深まりに応じてどこ
までも透明になる。その先にはすべての事物に対し普遍的に妥当する,ヽいわば純粋視覚があるであ
ろう。こうしてリルヶの観察は自身のうちに確かな動的実体を含む。従ってそれは詩人のうちなる
行動の秩序に属しており，別の行動である造型への必然の延長線上にある。　　　　　‥
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊
　　ロダソとセザソヌにりレケが見い出した共通の芸術上の価値として作品の無解釈性，言い換えれ
ば自己完結性という状態が挙げられる。『新詩集』創作中，リルケはそのための造型姿勢として，
上の二人に導かれるままに，素材に対する感情的判断や解釈を停止する，いわゆる無関心の姿勢を
身につけた。彼は1907年10月13日，クララに宛てた書簡で，対象物への詩人の愛をそのまま詩に表
白するならば，それは「ものを言うかわりに判断することになる。非党派的であるのをやめること
になる」と言っている。これはモザソ｡ヌの絵画の即物性について感想を述べた箇所である。ここで
　　　　　1　　　　｡1　　　　　1　　　　●　・　　　　　　　　　　　　　　　1●　　　●j｀丁　　　　－　●は，マイヤーの言葉を借りれば事物への（愛の排除ではなく，愛の置き換えが問題？）なのである。
　　　■　　　　　　　　　　ｒ｀　　　　ｒ　　　●．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　　　／　　-●詩人は対象に対して無関心なめではない。事物に対する詩人の関心そのものが彼にこの無条件な距
　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　ｉ　　　・　　　　　　ｒｌ　　・離設定を要請するのである。それゆ丸それは暫定的なもの，方法的なものである。
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　しかしその姿勢がそのまま作品になった時，その詩は読者にその意味内容について奇妙なもどか
しさを味わわせ，詩作の動機についても不可解の想いを抱かせる。そのことは単に物質的対象を扱
った時に感じられるばかりではない。本詩集には古代の神話や聖書の人物，また伝説上の人物など
を再描写した詩が相当の数を占めているが，それらのいわば人間的をデルを主題とした作品の中に
もその無関心の基調が表われているのである。その一う。Der Fahnentrager “ を見よう。
　　Die anderen fiihlen alles an sich rauh
　　und ohne Anteil: Eisen, Zeug und Leder.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　Zwar manchmal schmeichelt eine weiche Feder,
　　doch sehr allein und lieb-los ist ein jeder；
　　er aber.tragt ―als truge er eine Frau―
　　die Fahne in dem feierlichen Kleide.
　　Dicht hinter ihm geht ihre schwere Seide,
　　die manchmal uber seine Hande flieBt.
Er kann allein, wenn er die Augen schlieBt,
ein Lacheln sehen : er darf sie nicht verlassen. －
Und wenn es kommt in blizzenden Kiirassen
und nach ihr greift und ringt und will sie fassen―:
dann darf er sie abreiSen von dem Stocke,
als riB er sie aus ihrem Madchentum,
um sie zu halten unterm Wachenrocke.
　　Und fiirdie andern ist das Mut und Ruhm.
　客観描写に｡徹した本詩には，詩人の対象に対する感動や生き生きした関心を直接示す言葉がどこ
にも見当らない。単に一人称の叙述がないばかりか，詩人の主体性と本詩を結ぶ重要なモメント，
詩と作者に共通すべき人間的実体が全く除去されているのである。以前に常套的であった情感や感
想の表明も見られないし，対象の思弁的解釈も施されていない。また最後の一行は，いかにも無装
飾な言葉で終り，そこから何の展開も引き出せぬ閉鎖的な感を与える。さらに詩全体を通して何ら
かのアレゴーリッシュな意味を読もうとしても，それを暗示すべき語も欠けている。
　短いバラッド風の本詩において提示されているものは，対象にごこ）いての詩人の精神的関与の事実
ではなく，ただ対象の形状のみである。単に素材としての，うら若い旗手の挙動や状況の一情景が
冷静な筆致で素描されているにすぎない。その際詩人は自らを詩を構成する描写的言語の機能へと
化してしまっているのである。　　　　　　　　　　　　　　　　。｀
　こうした即物的造型によって事物は，見る角度によって様々に異なる多面的，多義的な姿を得
る。　その時事物はその詩的形象にのみ依拠する。　それはリルケの考えた完成された芸術作品の一
条件であった。　リルケは『新詩集』のほとんどの詩において，それを実現しようと試みるのであ
る○　　　　　’　　　　　　　　，　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　Ｉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ＊ ヽ ＊ ＊
　リルケはある書簡（7）の中で，彼の表現手段である言語がロダソの彫塑的媒材と異なり，抽象的，
象徴的であることを嘆き，訴えている。彫刻家の大理石や粘土がそれ自体具体的な物質であるのに
対し，言語はいかに具体的であろうとしても，発言された後いぐ重にも転義されざるをえないから
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であ｡る。｀しかしリルケは同じ書簡の中で,･造型のためのF手仕事はある,いは言語自体の中に，言語。
の内的生命と意志，言語の発展と過去をよりよく認識することのうちにあるのだろうか。いつかパ
リで見たグリムの大辞典は,この可能性を思いつかせてくれた」とも言っ,ている。・
　このような事情の中でリルケ･があえて事物造型を志ざしたのは，言語に対する彼の特にこの期に
強められた自覚が働らいたからIではあるまいか。言語という非物質的な手段そのものが彼の事物表
現に必要との認識を得たからではないか。言語形象は読者をして固定した視覚的素材よりいっそう
自在に想像を喚起する作用を持つが，それは比喩的表現において特に顕著な効果を発揮する。場合
によってはそれは造型芸術よりもさらによく対象を表現しうるのではないか。
・本詩集の詩篇のうち比喩的表現のきわ立っているも･のに。Die Gazelle “ がある。
　　　　Die Gazelle―Gazella Dorcas　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　；
　　Verzauberte : wie ･kann der Einklang zweier
　　erwahlter Worte je den Reim erreichen,　　　　　　　　　　　ダ
　　der in dir kommt und geht, wie auf ein Zeichen｡
　　Aus deiner Strine steigen Laub ｕ.r!ｄLeier,
und alles deine geht schon im Vergleich
durch Liebeslieder, deren χA'^orte,weich
wie Rosenblatter, dem, der nicht mehr liest,
sich auf die Augen legen, die er schlieSt:
um dich zu sehen : hingetragen, als
widre mit Spriingen jeder Lauf geladen　，
und schosse nur nicht ab. solang der Hals
　　das Haupt ins Horchen halt: wie wenn beim Baden
　　im Wald die Badende sich unterbricht :
　　den Waldsee im gewendeten Gesicht･
　詩の第一篇で対象の姿態は詩の韻律に比せられる。そして第四行目ではそのかもしかの角がその
ままLaubとLeierの形象に同化される。こうしてLeierのイマージュはその透明な音色を詩の
中に響かせつつ，優美な音の流れのような対象の形姿と視覚的に，聴覚的に重なり合う。このよう
に本詩では対象物が詩人の想像を刺激し，第一節から既にそのすべての形象が比喩の領域で展開さ
れているのである。
　第二節では対象はLiebesliederという抽象的形象に結びつき，それが。weich wie Rosenblat-
tｅｒ…sich auf die Augen legen“ という視覚的，触覚的な形象を生む。　‥
　第三節では，今にも急激な運動を起こしそうなかもしかが，装填された銃砲の隠喩によって表わ
され，第四節では再び静止した形象，水浴する女の美しい直喩へと発展する。最後の，女の描写に
おける。den Waldsee im gewendeten Gesicht“ という形象が殊に美しい。
　このよう･に種々の直喩や隠喩が入り混り，視覚，聴覚，触覚などに基づく光彩陸離たる形象から
構成された本詩は『新詩集』の中でもリルケ晩年のオルフィックな詩に最も近い雰囲気を持ってい
る。中でも注目すべきは対象の写実的な描写が全く影を潜めていることである。むしろこれは対象
が与える印象を礎にした自由な想像作用の産物なのである○゛　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●しかしりレヶ自身1907年６月13日付の書簡の中で，ジャルダソ・デ・ブラントで数時間を費やし
て檻の中の三頭のかもしかを観察したと報告している通り，この詩はリルケのｐダソ的観察から生
まれたものである。言い換えれば，彼のここでの想像作用は，“Der Panther“ を初めとする動物
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詩に共通する造型家の観照に等しい。それは対象の外的・内的なリアティに詩人心感覚を投射，密
着させることに他ならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　本詩の比喩はこの意味で，単なる修辞法や事物の装飾的形容ではなく，変化に富んだ対象の形姿
の細かいひだを描出する手段である。対象物の魅惑的な;いわば神秘的な全体像が複雑に交錯する
比喩組織による象徴的な表現を要求したと言ってもよい。かかる比喩は豊かな多様性と共にそれを
造型へと統一する，比喩相互間の等質性と非常な緊縮力を備えている。そしてその均衡のとれた構
造は同時にきわめて堅牢なのである。
　ルドルフ・ガスナーは，リルケの比喩が他の詩人のように単なる影にとどまらず，事物そのもの
になることに注目しているが，詩人はここで比喩が非造型的な性格を有することを逆に自･らの事物
表現に利用したのである。そしてリルケがあえて比喩という最も言語的な手段を用い，その可能性
と共にその限界性の中で表現を試みたこのような詩的事物のう,ちに，言語による事物造型というパ
ラドクサルな詩作分野が開かれるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊
　これまで『新詩集』の二篇の詩における事物表現を見たが，それに関してここでさらに二篇の作
品を検討したい。
　　　　　Das Karussel
　　Mit einem Dach und seinem Schatten dreht j
　　sich eine kleine Weile der Bestand
　　von bunten Pferden, alleaus dem Land,　　　　　　　　　　　~･
　　das lange zogert, ehﾀes untergeht.
　　Zwar manche sind an Wagen angespannt,　　　　　　　　゜
　　doch alle haben Mut in ihren Mienen ；
　　und dann und wann ein weiBer Elefant.
Sogar ein Hirsch ist da, ganz wie im Wald,
nur daS er einen Sattel tragt und driiben
ein kleines blaues Madchen aufgeschnallt.
Und auf dem Lowen reitet weiB ein Junge
und halt sich mit der kleinen heiBen Hand,
dieweil der Lowe Zahne zeigt und Zunge.
Und dann und wann eiti weiBer Elefant.
Und auf den Pferden kommen sie voriiber,
auch Madchen, helle, diesem Pferdesprunge
fast schon entwachsen ； mitten in dem Sprunge
schauen sie auf, irgendwohin, heriiber―
Und dann und wann ein weiBer Elefant.
Und das geht hin und eiltsich, daB es endet,
und kreist und dreht sich ･nur und hat kein Ziel.
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　　Ein Rot, ein Griin, ein Grau vorbeigesendet･，　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　・
　　ein kleines kaum begonnenes Profil―｡　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　　Und manchesmal- ein Lacheln, hergeweridet,
　　einｴseliges,･das blendet ･und verschwendet
　　'ａｎ･dieses atemlose b】inde Spiel ｡い
　ここでは対象物は丹念に描写されている･が，単なる平面的な写実描写ではない。｡dielses‘atemlose
･blinde Spiel ” として杷えられた対象の運動は，同時に一定の周期を持って対象物が反復すること
によって限定される。それは■, und dariniind wann ein weiBer'ヽElefaht“という語句の三度の反
復によ･つてもなされている。そして第一節で･。どin ■bSser Lowe “ とな っているものが, Elefantと
Hirschの描写の後，第三節で。und auf dem' L8wen “ と定冠詞を附されてい'ることは，'それが
,ある時間の後に再び登場した感を与えるし，俤４節･ど第五節の。Pferde “　も同様であごる。‘さらに
｡Elefant“に常に不定冠詞が附されていることはその数が不定であることを想像させる。そヽして不定
･冠詞のついた語と定冠詞のつい,た語とのこのような混淆は回転木場の多様な･形姿を印象づけてい,る。
　･多くの詩節が。und “'によって始まること雅'め･まぐるしぐ変り砂々運動を生き生きと表現する一
技法である,し,→詩の最後が，μn dieses atemlcise ･blinde ヽspiel...“と終っている=の‘も｢終点もな
しにJT無限に回｡る対象の運動を暗示する。，まだリル゛ヶの詩とこしては例外的に色彩が豊かであるこ乏
毛詩り表現力･を強めている。こうして彫塑的と蕩いえる手法で表現された対象物はいわば立体的な
構造になづている。
　それに加;えて。, alle aus dem Land√das 'lange zogert,'eh'‘es:untergeht“というヽよ'う,な不透明
な形象や，上でも挙げた。ぜnd“の頻繁な使用=，そして擬人法的な。滋ｅ ゛haben･ Mut inヽ‘ihre'n
･Mienen“，道徳的単純さを示す，;むin b6ser rbter Lowe “，いかに･も子供らしい直喩であるし,‘･ein
■Hirsch ist da, がｎｚ wie im Wald “ 等 々 の木馬の形容語句。これらの幼児的な語り方が本詩の雰
囲気を夢幻的なものに｡している。それはあえて大胆な類比をすれば，素朴絵画のプリミティヴな筆
致を思わせる。そしてそれは幼児･がKarusselを,目にした時に表象する単純にして幻想的な童話的
世界像を再現している。詩人はこの場合，子供の意識の内部から，むしろ夢幻的な対象そのものの
内部から対象に接しているＥかくて彼は上述の=彫刻家風のアプｐ－チとあわせて，事物の外部と内
部から同時に表現するのである。
　それでは，第二の詩。Romische Fontane “ を見たい。
　　'Zwei･Becken, eins das andere iibe'rsteigend
　　･ａ:略･einem alten runden Marmorran･d。
　　und ails dern oberen Wassとr leis sich neifeend
　　zum Wasser,ヽ･welches ｕ｀ｎ･tenwartend stand,
dem leiseredenden ･entgegenschweige･d
und heifnlich,gleic･hsam in der h‘ohlenHand,
抱ｍ･Himmel hinter Griin ･und Dunkel zeigend
wie einen unbekannten Gegenstand ；
sich selber ruhig in der schonen schale
verbreitend ohne Heimweh, Kreis aus Kreis
･ｎｕr皿anchmal traumerischにund tropfenweis
sich niederlassend an den Moosbehangen
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　　zum letzten Spiegel, der sein Becken
　　leis von unten lacheln macht mit Ubergangen･
　これも。Karussel“と同様の手法の作品である。アンジェ・ｘも示唆するように（s），リルケはこ
こで対象を外側から写生するのではなく，噴水の音の響きに彼の内部の律動を溶け入らせ，対象の
内側から造型するのである。本詩では，視覚的形象，言葉のかきが喚起する形象めみならず，詩形
や文章論的構造の効果までが造型のために入念に考慮されている。詩全体でただ一つの終止符しか
ないこの異色の文体を持つ14行詩は，その動詞要素を，二箇の定動詞を除き，すべて七箇の現在分
詞に頼っている。詩篇末尾の終止符に到るまで，主文章が皆無であり，詩はただ分詞句と関係文で
作られている。しかしここで文体論的に主導的な働きをしているのは分詞句である。その分詞句に
ついて言えば，終止符により語句の流れを中断することもなく，それが次々と紡ぎ出される風であ
る。この分詞句の単純な配列が与える持鋭感は対象の緩漫な，規則正しい運動と正確に呼応しあっ
ているのであり，アンジャソブマソの度重なる使用もそうである。
　　『新詩集』にはそれまでの詩集ではほんのわずかであったソネ･ツト詩篇が多数あるが，この厳密
な詩形は本詩集の対象をヴェルフリーソの言う「閉じた形態」の中に凝縮する。本詩でも，その詩
形が詩に明確な輪郭を設けている。それによって休みなく鋭く対象物の運物が一定の詩的空間内に
限定され，ある種の周期性を得る。それは｡Das Karussel“ の場合と同様であるが，いっそうき
めの細かい表現である。本詩のかかる内的構造を支えている基盤は，ロダソが自分の彫刻作品の生
命とみなした内在的運動，彫刻的枠構造の中で繰り返し自己自身に帰還すべき運動という理念であ
る。当時のリルケにとって，この限りなく上昇しては流れ降りる噴水の形象は，シンメトリカルな
放物線を描くボールのそれと等しく，彼のこうした芸術理念の肉化であった。
　以上二篇の詩において，言語に対するこれらの工夫は詩的形象自体の描写性と一体となり，対象
を自己完結した形態へ造型する。こうして詩的事物は，物質的といえるほIど堅固な実質を与えられ，
一種の空間的な実在性を帯びるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊
　以上，『新詩集』の詩作の数例を見た。そこでは人間的対象が即物的に眺められて，自足した言
語形成物になる。多彩な比喩が組み合わされて，対象の新しい形姿が開示され，定着される。また
言語描写の中に三次元的な実在性への道が拓かれる。こうして対象は文学空間の中に事物として再
現されるのである。
　しかしながら，その造型の根底には，事物がすべて最終的には，ただ言語という精神的手段によ
って作られているという事実がある。換言すれば，リルケの詩的事物は現実の対象物から出発し，
造型過程で詩的言語の実質に依拠し，対象から独立する。そしてたとえ表面的には対象物の模倣の
形を取ろうとも，詩的事物は既に芸術の次元に移し置かれているのである。ｐダンの芸術はこの点
でも詩人の範例であった。とりわけそれをよく示すのはｐダソがｍｏｄｄ６と呼ぶ技法である。　リル
ケはそれを単なる美学的な概念としてでなく，両者に共通の芸術創作の体験的事実として認識する。
　リルケはmodeleについて，それを教えられた直後にしたためた書簡（゜）の中で「腕・足・胴など
がそのままｐダソにとって一つの全体であり，＝つの総合体である」と言い，そこにはただ完結し
たmodeleがあるのみで，それらの組み合わせによって初めて彫刻の全体像が作られる，と伝えて
いる。詩人はｐダンの彫刻の細部がそれ自体明確な形態や凝縮された意味内容を示し，各々堅牢無
比に造型されている結果，独立した細微な統一体として「芸術事物」になっていることに深く感動
する。そして同じことを詩において試みる。
　　『新詩集』の個々の形象がその産物である。そしてそれらから成る詩の全体的な形象にもそれは
言えよう。これに関してとりわけ印象的な作品は。Archaisches Torso　Apollos“ である。その
詩の中でリルケは対象のことを，頭部の失なわれたその彫像のいたる所に像の中点としての光り輝
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く両眼があり，それが観察者を凝視して止まないと形容する。ウルスラ・エムデは本詩について，
　「対象的なものは形式の優位下に従属するという認識がら，リルケは芸術の組織は自然の組織と一
致するを要せず，という重要な洞察をおり出した。これがトルソーの課題である」“と述べている
が，その詩で詩人は，このトルソーが，さらにつきつめて言えば，その核であり，全体像の中心
である不可視の両眼が，もはや欠けた頭部を要しないほど対象物の本質を表現して余すところがな
い，そのような芸術上の背理を語っているのである。
　リルケはこのような完璧な細部から構成された精緻な芸術作品を芸術事物と命名する。それは，
素材描写の精確さが究極点で止揚され，それ自体一種のデフォルマシオンに他ならぬ，言語に対す
る限りない作業を経て作られた芸術作品なのである。
　。Romische Fontane “。, Die Gazelle “。,Der Panther “, モの他本詩集の数多の詩篇におい
て，なまの事物は創造主体によって構成要素に解体，分析された後，厳密に単純な形姿へと再構成
される。その詩的事物は形象間の有機的な結合関係が強化され，いっそうの均衡，秩序，統一性そ
して明確さを附与される。その末に事物はある記念碑的な固有性を備え，精神により純化された形
態に結晶するのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊
　　『新詩集』は造型的，客観的事物の詩群とある程度詩人の主観的精神内容が注ぎ込まれた詩群の
両方から成るが，しかしいわゆる完全なSinn-Gedichtも数えるほどであるし，全くその要素を排
除したDing-Gedichtもそう多くはない。　むしろリルケ自身は事物詩や意味詩という概念に捉わ
れていないし，そういう理念的な形で彼の詩を分析してもいない。彼が用いたのはただ芸術事物と
いう言葉だけであり，その言葉を核とする彼の詩論は概念的・論理的な芸術論議の中からではなく，
詩人としてのリルケ自身の内在的論理から導き出されているのである。そして本詩集中，大部分の
事物はその中に客体的要素と詩人の主体的要素の両者を有し，また｡その独特な総合体なのである。
先ほど触れた。Archaisches Torso Apollos “ もその一つである。
　　へ^ir kannten nicht sein unerhortes Haupt,
　　darin die Augenapfel reiften. Aber　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　sein Torso gluht noch wie ein Kandelaber,
　　in dem sein Schauen, nur zuriickgeschraubt,
　sich halt und glanzt. Sonst konnte nicht der Bug
‘　der Brust dich blenden, und im leisen Drehen
　der Lenden konnte nicht ein Lacheln gehen
　zu jener Mitte, die die Zeugung trug･
Sonst stunde dieser Stein entstelltund kurz
unter der Schultern durchsichtigem Sturz
und flimmerte nicht so wie Raubtierfelle；
　　und brache nicht aus alien seinen Randern
　　aus wie ein Stern: denn da ist keine Stelle,
　　die dich nicht sieht. Du muB　dein Leben andern.　　　　　　　　　　　　　　　　/
　本詩は最後の二行を除けば，事物詩のカテゴリーに入る。。wie ein Kandelaber “。,wie Raub-
tierfelle“。, wie ein Stern“ などの直喩，また。unter der Schultern durchsichtigem Sturz“
の如き隠喩的表現などは四囲に微光を放つ大理石像の描出に対し寄与しているが，それは。Die
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Gazelle“の比喩と同様である。本詩でも，比喩や接続法の重なる使用にもかかわらず，現実の素
材が持つ冷ややかな物質的な触感はわずかたりとも失せてはいないし，その形態の明確さもそのま
ま表現されている。　　　　　　　　　，
　本詩に表わされた詩人の直観も即物的と言える。それは古代り彫像に刻まれた思想を読解しよう
とする観照者の透徹した｡いわげ精神化された視線なのである。
　しかしながら最後の二行での詩の内容が唐突に変化する。モれまでは詩作の焦点はあくまで客体
に置かれていた。それがここで観照主体の生動する精神の消息に移るりである。特に最後の行の命
令法の引き締った蔵言的な響きは読者をリルケ独自の思考へ引き込む力を持つ。スペンダーが本詩
について，「そこではいわば詩が特定の一篇の詩から脱け出してリルゲの詩精神（i゛の全主流の中に流
れ込むごとくに見える）゛と指摘するとおりである。
　即物的造型の詩篇の中にこうした形で詩人の想念が吐露されている作品は，この他。Tanagra “。,
L'ange du Meridien “ またゴシッ｡クのカテドラルを題材にしたものなど，古代・中,世の芸術作
品を素材とした詩篇を初めとして相当ある。芸術作品を題材とした場合，同じ芸術の場に仕事をす
るリルケにとって，芸術家としての深い共感が働らいていたであろうし，加えて彼は自ら志向する
芸術と本質を同じくする古典的作品のうちに彼の精神の尽きることなき生命源を見い出していたの
であろう。そのような詩に自己の思想と感動を率直に表わしたこと降本詩集の無視しがたい側面な
のである。
　ところでリルケは晩年，彼の感動を呼び起こした様々な人や物を事物として｡歌い讃えることによ
って神話化した。その兆しは既に『新詩集』にも見てとれる。古代の芸術作品，建造物，数々の動
物達，薔薇以下多くの花々，そしてドゥーゼを初めとする現身の人物達。これらの対象が詩人の感
情の厚い地層の中を濾過されるうちに，等しくリルケ固有のある絶対的な存在値を得るようになる
のである。それら当時のリルケにとって「事物」であったもののう･ち，『マルテの手記』でも言及さ
れ･思想的に発展させられたものも多い。。Der Auszug des verlorenen Sohnes“。.Kind･heit “。.Die
Spitze “ I ・ 11, Sappho の詩篇などその例である。そ科らけ既に『手記』の中の同一主題の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　Ｆ　ｒ　　　７雰囲気を思わせるものであり，『新詩集』の他の造型的な詩群に比べると，より論述的な傾向にあ
る。恐らくりレケは当時の彼の精神状況に直接触れて来るそれらの詩的モチーフを扱うにあたり，
彼の実存的な思想内容を注ぎ込れずにおれなかったのではあるまいか。そこには先述の古典的芸術
　　　ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　「
作品に対する詩人の形而上的関心と同等のものが見られるのであ･る。
　詩。Die Spitze “ に表現されているのは，現代に生きる芸術家の一つの典型的な姿である。そ
の無名の一職人は一巻きのレースを孜々として織り続ける。その不断に忍耐を求める地味な仕事の
ために，彼は人間的な諸情念を克服し，外面生活の一切の華やかさを犠牲にせねばならない。彼に
は一枚のレースだけが全生活だからである。この非人間的にすら見える営みは，しかしその職人の
自己に対する，また人間一般に対する愛の表現なのである。というのも，完成された作品を一個で
も作ることが彼の存在証明になり，また他の同じく困難な創造を続ける者に対しても大きな励まし
になるからである。リルケによれば，神なき時代にあって，芸術家はこうしてただ完成された作品
の中にのみ真の栄光を見い出さざるをえないのである。このレース職人のモチーフはリルケを
,
強く
惹きつけたようで，彼は後に『手記』の中でもそれを詳細に展開する。それは『手記』の中で卓越
した言語表現を示す箇所である。事実リルケにとってその職人のような生き方は彼自身の生活理念
でもあった。一巻きのレースを飽かず観察しながら，詩人はそのレー不の詩篇にそのような思想を
移入するのである。
　リルケがｐダソより習得した芸術技法の第三点は対象の解釈であった。芸術家が観察を通して対
象に追って行く時点において彼は，事物の本質を直観・洞察しなければならないとｐダソは述べて
いるが，本詩集に特徴的なリルケの事物解釈はこれである。リルケは初期の容易な感情移入や恣意
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的な直観による解釈を自己の中で相対化しつつそれを超え，事物そのものｒヽという現象学的視点に
立って全く即物的な解釈を行なうのである。その場合彼の慣習的な観念に背馳する解釈さえ生じう
るのである。
　･この｡I:?ie Spitze“ のような主観性のきわめて濃い詩と。DeｒしFahnentrager “ のような純客観
主義的詩篇の間には，主観的要素の移入に関して多様な形がある。しかし大多数の詩において詩篇
の意味の成分は事物形象の背後に置かれていて，その事物形象から溶み出る。･例を挙げれば先刻
の詩。Romische Fontane “ では，夢想性･,静かな憧憬，調和感などの対象物によって触発された
主観の明るい情念は直接的にはほとんど表白されていないが，詩的形象や音韻の流れのうちに移入
され，事物そのものが意味を内包し，表現する形を取っている。いずれも詩の中心にあ｡るのは事物
形象であり，意味はその事物形象の地層をさらに厚くするよう構成されている。こうしてリルク’の
詩的事物は重層的構造をもつに到るのである。
　　『ロダソ論』の中にこのような箇所がある。。「だが我々が目前に持ち，知り，解釈し，説明する
ものすべては表面なのではないか。また我々が精神と呼び｡心と呼び，愛と呼ぶもり，それは，切
近い顔の上のわずかな表面に起こる微かな変化にすぎないので偉ない力卜,ガリルケはパ｡ﾘ滞在を中
心とした数年間に，内面的なも９と外面的なもの，不可視的なものと可視的なものとり等価性を熱
心に求めたが，それはｐダソのこのような彫刻的な面による思想の表現法に刺激された･ことが大き
いと思われる。リルケは，人間の内部でなされる思惟，情風ヽ想像，知覚などヤ切の知的営為はそ
れと等価的な外的形態へ具象化されねばならないし，その時初めて時間を超えた空間･7）中に現存す
る，という観念を得る。この観念は音楽さえも空間的に把握し≒といわれるリルケの基本感党によ，
るものである。それはまた，彼が今や実体のない言語の濫用を反省し，抽象的概念は明確な感党に
伴われねばなもないという精神の明晰さを高い価値として認識した結果である。本詩集のそれぞれ
　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　ぜ　●　　　ｓ　　　¶の作品はこの精神から詩作された。彼の詩的事物はきわめて感覚的な形象群よyり構成された彼の精
神世界り符牒であり，さらに抽象的概念によっては表わしえない，事物と詩人の精神との神秘的な
共生模様を表出する象徴である。　リルケは明るい光を浴びて開く薔薇の花に造化の極みを見たが，
その花びらて枚の奥深り表情章で描ききった詩を始めとする･数々の彼９咳的事物の中には，対象物
と詩人，客体と主体とが渾然一体となフているのである。
　これまで『新詩集』の数篇について考察してきたが，詩人はそこで素材の観察に始ま々，その精
神化を経て，人間的意味を持った芸術事物へ造型した。その過程は対象物を契機として主体り感覚
自体が，精神自｡体が練磨され，純化さ,れていく形に他ならない。かぐて事物は精神によ丿隅々まで
透過され，深く主体化される。こう架るとリルケが何を作ろうが，それは彼独自のものとなる。こ
の芸術り内的論理に従っ｡だ第二の自然の組織化を詩人は,, Ding-Wereれing “（事物の自己家揖）と
呼ぶのである。
　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　ポール・ヴァレリーは『デカzレトの一面』の中で「夢を見ている人は自分の夢幻の変形の群に捉
えられていて，夢幻の世界以外の外的の一事実の干渉に非ざれば，夢幻から出ることができない」
と言っている“。　リルケの場合，『新詩集』以前には既に見たような主情的で不定形な作品が多数を
占めていた。その詩人が精緻な言語形象と厳しい諸条件を課す形式の詩人になる。それには相応し
い場が必要であ･つた。ロダソやセザンヌの生活する現実がそれであった。
　＝･異国人として単身パリに生活したいレケを，それまで馴染んでいたのとまるで異る空間が囲む。
その状況は『手記』に克明に描かれているとおりである。事物に対する従来のアプｐ＝チを受けつ
けぬ現実，事物と人間が互いの根本的な異質性において鋭く対峙する抜き差しならぬ現実が存在す
ることを彼は初めて知るのである。それはｐダソやセザソスがひとえに真剣な造型によってのみ自
己の存在を確立し得たところの苛酷な生活空間であった。そしてリルケはそり造型を単に外側から
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審美的に眺めるのみならず，彼自身その造型の場に参与する。そして無心にそれを続ける精神の緊
張の中で，その現実が，硬質で異物的な事物の世界の実相がいっそう鮮明に彼の前に開けていくの
である。そしておのが詩作上の動機からパリを訪れた詩人は詩作上の諸々の目的理念が，後述する
ような存在論的理念のうちに注ぎ入るのを経験するのである。これは，彼にとって最初の決定的な
現実認識であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ
　リルケの生きた跡を辿ってみると，幾つかの重要な体験を核として，各々の周りに等質の体験が
重なり，ある固有な内容を持つ時期が作られていく。そしてそれらが大きな振幅をもって交替して
いく。いわゆる彼の初期はプラーク時代から1898年のイタリア旅行と1899年および1901年のロシア
旅行を中心として1902年のヴォルプスヴェーデ滞在期まで続く。また中期はロダン体験を中心にし
たパリ滞在中の体験にその後の欧州各地や北アフリカの旅行体験が重なって彼の造型時代が作られ
る。後期は詩。Wendung“の書かれた1914年，ないしは『ドゥイノの悲歌』の最初の断片が作ら
れる1912年頃より始まる。
　初期のリルケが生存したのは，プラーク的，スラヴ的な郷土色をそなえ，幻想と霊的感情が家神
的なものと共存する，いわば新浪漫派の土壌ともいうべき内面性であった。･その傾向はヴォルプス
ヴェーデ滞在の頃まで続く。彼は事物世界に溶け入り。その豊かさに｡ついて歌っていながら，しか
もそれを詩に定着できない矛盾に陥っていた。多元的な事物世界を真に認識しないならば，それを
貧困化せざるをえない。そのような創作上の矛盾は彼が自己増殖する内面性のうちに閉じ込もり，
外在的な事物世界との生きた接触を絶っていたことめ結果であった。そしてそれは彼の創作と生存
の領域そのものを狭めていたのである。　リルケをこの異邦の都市ぺ導いたのは彼の内部のこの詩作
上の，ひいては人間的な促しであった。
　スペンダーの指摘によればＱ,｡中期のリルケにとってダンテやミケランジェロあるいはヴアIレリ
ーなどの翻訳は客観的態度を持する芸術家の作品に触れることによって外部世界の豊かさに直接到
ろうとする努力であった。また造型芸術に対する当時の非常な関心もその現われであった。しかし
その最も大なるものは，先ほども述べたように彼自身の手になる事物造型である。詩人はその中で
他者としての事物に一回的に出会っていく。それによって彼は事物との内面的なゆ着，その主観的
芸術家の限界を出ようとする。そしてそれが彼に新らしい詩作の道を示す。
　りレケがモダエズムの絵画諸派に対して拒否反応を示しだのは既に見たが，そのモダユズムは，
既存の自然的世界秩序に対する人間の不信や不安という広く今世紀的な状況に根ざしていた。パリ
のリルケもそれを生きたことは言うまでもない。彼はもはや，かつて自然と一致し，おのが歌がそ
のまま自然の讃歌となったような詩人ではない。新しい状況にある彼は，事物経験が深まるにつれ，
事物を客体として杷えなおし，事物の新しい形態を詩作することによって，従来の素朴な感情移入
から，ヴォリソガーの言う抽象へ移行していく。
　たしかに彼には依然事物に対する親和感があり，それは本詩集においても明瞭である。彼にとっ
て芸術事物は「名状しがたい前進であり，自然の一切のものから立ち昇る存在したいという願いの
静かな昂められた実現なのである。」“
　しかし，にもかかわらず本詩集は事物の抽象の書である。日常的な事物，自然の事物は芸術事物
の中へ解消され，昇華されねばならないからである。それはリルケ独自の人間的経験から要請され
た抽象作用であった。かかる抽象の方法と結果をスペンダーは次のように説明する‘。「りレヶの偉
大な発見は，大きな一つの断片を自己の作品の中に取り入れ，それらを我がものに化するその仕方
そのものにおいて同時にそれらをそれら自身に返却したということである。彼は自分が愛惜して捨
てるにしのびないものに命名して新しい独自の存在を附与したもめを返却した。かくして彼は自分
自身の中に遂に一つの世界を創造した。」”
　このように彼の外在性志向は再び内在性志向に移行する。索材として，また詩作における確かな
　　　　　　　　　　　r新詩槃』におけるリルケの詩作　（戸口）　　　　　　　　89
刺激として作用した事物はそのまま彼の精神世界の堅固な構成要素に変容されるのである。　リルケ
は『フィレソツエ‘日記』の中で，イタリアにおいて目にした事物を語り，「それらの事物の総体は
静寂と安寧と平衡にみちた一個の調和的な全体である」“と述べているが,･彼の世界は今初めてそ
のような事物によって形成されるのである。さらにスペンダーは言う。「そのような世界は，諸々
の外界の事物とそれらを内部において詩を通して実現したものとの間の相関的照応の累積から成る
であろう。即ち外部の事物がいつの間にか彼の詩の高度に個性的な象徴になってjくるのである。」゜゛
　このリルケ独自の詩作という実存的行為から存在論的芸術思想が導き出される。この期のリルケ
は人間存在の主要成分としての精神と肉体，あるいは内在的知性や情念と外在的行動の様式的な一
致，均衡という古代的，中世的な生活原理に大きな価値を与えていたが，そりように思考するリル
ケにとって，先の。Die Spitze“ においてもそうであったように，自律的事物としての芸術作品
は即ち芸術家の存在の証なのである。リルケがｐダンについて次のように語る時，それはむしろリ
ルケ自身に当てはまるであろう。即ち，人間的意味の容器たるロダソの事物が一個また一個と彼の
周囲に埋積する時に，「作品は彼を守護し，彼は森にいるようにそれに住んだ。そして彼の生はも
う永く続くに相違ない」“と。
　それと同時にリルケは事物を無心に造型する過程で彼自身の存在が結晶し，自体一個の象徴的事
物になることを切望した。多様な詩的，人間的経験と生存の曲折した試み。それは複雑に起伏する
彼の内面の恣意性を自己克服する試行であったと言える。彼はその行為を経て，ついに創作主体
の自由を得，幼年期からの遠い道筋の果てに自身が目的となり，再び一元化することを願った。こ
の切実な願望と芸術事物に関する次の主張は照応しているのである。「事物は精確であるが，芸術
事物はより精確でなければならない。一切の偶然から離れ，いかなる不明瞭からも遠ざかり，時間
から解放され，空間に委ねられて，それは持続するものとなり，永遠性に連なる資格を得るように
なる。」゛
　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　自己の芸術作品を自己のすべてとする芸術家。　リルケはそのような詩人であって，唯詩作の中に
･のみ生活の真の根拠を求めた。彼にとって，厳しく条件づけられた美的課題こそ日々直面すべき唯
一の課題であった。しかし彼は，おのが美的課題がついには倫理的，存在論的課題に収斂する型の
芸術家に属していた。だがそれは芸術そのものが生み出すべき解決である。リルケの場合その「芸
術による芸術の克服」（ガスナー）は晩年の詩作において実を結ぶであろう。本詩集はその究極の
地点に到るための最初の自覚的な歩みであった。初期の萌芽状態にある人間性から，統一ある確か
な人格を築くための最初の果敢な行為であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　一了－
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